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一
般
質
問

東
山
　
光
徳
（
新
政
会
）

前
川
　
昌
也
（
同
志
会
）

　
　
　

県
道
鴨
川
停
車
場
五
色
台
線
は
、

県
単
独
事
業
と
し
て
、
平
成
７
年
頃
か
ら

拡
幅
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
25
年
度

ま
で
に
、
総
予
算
９
億
８
０
０
０
万
円
を

か
け
て
拡
幅
工
事
を
完
了
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
が
、
法
務
局
の
図
面
と
現
地
と

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
測
量
等

に
相
当
手
間
取
り
、
工
事
が
遅
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

工
事
の
概
要
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　  

…
都
市
建
設
部
長

　

県
道
鴨
川
停
車
場
五
色
台
線
は
、
こ
れ

ま
で
県
単
独
事
業
に
よ
り
、
高
家
神
社
前

か
ら
約
９
０
０
ｍ
の
区
間
が
２
車
線
に
拡

幅
整
備
さ
れ
て
お
り
、
平
成
18
年
度
か
ら

は
、
現
在
改
良
済
み
の
箇
所
か
ら
１
３
０

０
ｍ
の
区
間
が
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
に
よ
り
ま
す
と
、
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
た
１
３
０
０
ｍ
の
区
間
に

つ
い
て
も
、
幅
員
７
ｍ
の
２
車
線
道
路
と

し
て
順
次
拡
幅
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
工
事
に
先
立
ち
用
地
買
収
を
進

め
て
き
た
結
果
、
平
成
20
年
度
で
ほ
ぼ
用

地
買
収
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
21

年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
改
良
済
み
の
箇

所
に
引
き
続
き
、
約
１
０
０
ｍ
の
拡
幅
整

備
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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弁

県
道
鴨
川
停
車
場
五
色
台
線
拡
幅
工
事
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
の
農
業
振
興
に
対
す
る
市
長

の
所
見
を
伺
う
。

　
　  

…
市
長

　

本
市
で
は
、
特
産
野
菜
等
を
中
心
に
特

色
あ
る
農
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
生

産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の

増
加
や
複
雑
な
水
利
用
体
系
の
た
め
、
経

営
規
模
の
拡
大
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
幾
つ
か
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
農
業
の
構
造

改
革
の
立
ち
遅
れ
な
ど
、
危
機
的
な
状
況

が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
の
見
直
し
や
食
料
自

給
率
向
上
に
向
け
て
の
諸
施
策
を
実
施
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
農
地
利
用
者
の
確
保

と
拡
大
の
た
め
、
農
地
の
貸
し
借
り
の
規

制
を
大
幅
に
緩
和
す
る
農
地
法
改
正
案
が

６
月
17
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国
全

体
の
流
れ
に
沿
う
こ
と
を
基
本
と
し
つ

つ
、
１
つ
の
圃
場
面
積
が
小
さ
い
こ
と
や

複
雑
な
水
事
情
を
勘
案
し
、
農
業
振
興
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
、
集
落

や
Ｊ
Ａ
支
店
単
位
で
開
催
さ
れ
る
各
種
会

合
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
農
業
者
の
意

見
を
聞
き
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
、
諸
施
策
を
決
定
・
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁 本

市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
で
の
こ
れ
ま
で
の
広
聴
活
動

の
状
況
と
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

市
民
参
加
型
の
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
を
伺
う
。

　
　  

…
市
長

　

現
在
、
市
民
か
ら
の
行
政
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
主
な
広
聴
活
動
と
し
て
は
、
市
政
モ

ニ
タ
ー
制
度
、
市
長
へ
の
メ
ー
ル
、
親
子

市
政
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
参
加
型
の
シ
ス
テ
ム
「
市

長
サ
ロ
ン
」
「
出
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

ど
の
よ
う
な
制
度
で
や
っ
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
就
任
し
て
間
も
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

現
在
準
備
中
で
す
が
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
友
人
同
士
や
職
場
の
仲
間

同
士
な
ど
の
15
〜
20
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
市
役
所
に
来
て

い
た
だ
け
る
方
に
は
市
長
室
等
を
利
用
し

「
市
長
サ
ロ
ン
」
と
し
て
、
ま
た
、
公
民

館
・
自
治
会
館
等
を
利
用
し
て
地
域
で
開

催
す
る
場
合
に
は
「
出
前
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
し
て
市
長
が
出
向
い
て
行
き
、
市

長
と
市
民
が
直
接
話
が
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
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市
長
の
目
指
す
体
制
に
つ
い
て
（
市
民
参
加
シ
ス
テ
ム
）

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
で

も
導
入
は
図
れ
な
い
の
か
。

　
　  

…
市
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
事
業
に
お
い
て

は
、
市
街
地
等
の
交
通
空
白
地
帯
に
お
い

て
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な

ど
、
地
域
の
実
情
や
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
、
き
め
細
か
い
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
現
在
、
市
営
バ

ス
と
し
て
１
路
線
を
運
行
し
て
お
り
、
ま

た
、
琴
参
バ
ス
が
瀬
戸
大
橋
線
・
王
越
線

な
ど
の
４
路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
本
市
の
交
通
体
系
全
体
の
状

況
を
見
る
た
め
に
、
専
門
的
な
観
点
か
ら

診
断
を
仰
ぐ
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
中

で
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

は
、
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、
県
内
他
市

町
に
先
駆
け
て
の
運
行
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
将
来
的
に
は
有
効
な
交
通
手
段
で
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

市
内
循
環
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い
て


